
坊農真弓

連載：リレーコラム

国立情報学研究所／総合研究大学院大学

「リレーコラム」の展開

楠：最近ではいろいろと新しい方が入って来られて展開
されていたように思うのですが，印象に残ったコラムと
かはありましたか？
坊農：コラム記事というか，コラムの進め方が印象に残っ
ています．近年 SNSが広まり，誰と誰とが友だちでど
ういう話をしているのか，うっすらと傍観できる世の中
になりました．先ほども申し上げたように，リレーコラ
ムは当初テレフォンショッキング形式を目指していまし
た．電話のような線状的に繋がる深い友人関係を会誌を
介して傍観するのは面白いんじゃないかと思ったんです
ね．実際に進めてみると，私の当初の思惑とは異なり，
SNSだけで繋がっている方に回す方もいらっしゃいまし
た．たとえば，SNS上でやりとりはあるけれど，会った
ことはない，魚を研究室で飼っている SNS上の有名人
に回すといった事例です．
楠：意外なところで接点があるんだなというのがちょっ
と見えて面白かったですね．リアルなつながりと記事の
つながりというのがバランスがとれている場合もある
し，全然，会ったことがない方につないで，かえって面
白くなったりとか，いろんな意外性がありましたね．
坊農：そうですね．そして最終的に最近掲載された 2

件は，女性の話になっています．結果的にダイバーシ
ティなど，女子部が取り上げようとしていた話題になっ
ている．
楠：なんか丸く．
坊農：そう．一周まわって戻ってきたなという印象をす
ごく持ちましたね．『情報処理』はほかの学会が発行し
ている雑誌に比べると編集期間がとても短いんです．だ
からこそ，その時代時代とか，その時々で問題になって
いることを取り上げられているというか，最前線を書い
てもらえる媒体なのだろうなと実感しましたね．

「リレーコラム」はじまりの経緯

楠：お久しぶりです．お元気でしたか？
坊農：はい，おかげさまで．2月に無事出産し，徐々に
仕事を始めています．
楠：お疲れ様です．突然ですが，ここ数年続いてきたリ
レーコラムが今回終わることになり，リレーコラムを始
めたとき，会誌・出版担当理事をされていた坊農さんに，
現理事の私がインタビューすることになりました．リ
レーコラムを始めたきっかけをお話しいただけますか？
坊農：リレーコラムのきっかけは，それまで続いていた
塚本前編集長肝いりの「会誌編集委員会女子部」の終了
でした．「会誌編集委員会女子部」は編集委員の女性が
持ち回りで，日々感じることを自由に記事にしてきまし
た．しかし，掲載を続けて数年，世の中は女性だけでは
なく，ほかのマイノリティに目を向け始めており，ダイ
バーシティへの注目の高まりがありました．その結果，
「会誌編集委員会女子部」は終了したわけです．ただ単
に終了するのは寂しいので新しいコラムを開始しようと
いう話になり，「笑っていいとも」のテレフォンショッ
キング形式のリレーコラムを開始することにしました．
男性にも女性にも，情報処理まわりのことを好きに話し
てもらう場所を作ろうと思って．
楠：なるほど．そうすると最初の趣旨は会員，情報にか
かわる方だったらどんなことでもいいので自由にエッセ
イ風にご自分の情報とのかかわりみたいなことをお話い
ただければいいかなという感じだったのですね．
坊農：そうですね．女子部を終わらせるなら，それまで
そこで議論していたことの受け皿が必要だねと稲見編集
長がおっしゃったんです．女子部は女性しか記事を書け
ないのが少々苦しくなってきた時期でもありました．執
筆者によっては家庭内のこととか，赤裸々に書いていた
だいた人とかもいて，とても面白かったのですけれども，
それだけで回すのは結構しんどかったです．

対談：「リレーコラム」を
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深掘り系の特集が組めるんです．その反面，『情報処理』
は広く浅くを目指してもかまわなそうな小特集というカ
テゴリがあります．コラムもそっち寄りで世の中を広く
切り取った記事が多い印象です．そういう記事が書ける
団体は余力があるというか，いろいろな視野を持つ人を
集めることができている学会なんだなと思います．
楠：情報技術自体が社会に向けていろいろ貢献していく
というフェーズに入りつつあるので，そういう記事がだ
んだん多くなってきているのかもしれないですね．

「ああ，この人，会ってみたい」

楠：今日はありがとうございました．最後にリレーコラ
ム全体をふりかえって何かありましたらお願いします．
坊農：「会誌編集委員会女子部」の代替としてリレーコ
ラムを始めてみて，かれこれ 2年経ちました．そして
最終的には，偶然ですけれども，「会誌編集委員会女子
部」が扱ってきたようなテーマに戻ってきています．執
筆者をリレーさせて，執筆内容を指定しないやり方は，
一種の「泳がせる」手法だったと思うのですが，その手
法自体が社会のいろんなことをいろんな人がつながりな
がら語るという形に結びついたんだろうと思います．今
回の対談にあたってリレーコラムをひと通り読み返して
みたんですが，「ああ，この人，学会とかで会ってみたい」
と思う執筆者がたくさんいましたね（笑）．なんだか，尖っ
ているのですね．すごく色のはっきりした人たちに多種
多様な記事を書いていただけて編集者としては満足して
います．私のような感想を持った読者が一人でもいてく
れたらなと思っています（笑）．

編集のスピード感ととっつきやすさ

楠：事務局の後路さんの記事にありましたが，一昔前は郵
送の執筆依頼で掲載まで時間がかかっていたのが，いまは
スピードを持って編集が進められるようになりました．
坊農：私は一昔前の郵送やファックスで進めていた『情
報処理』を知らないのですが，当時の会誌はオーソリティ
（有名な先生）が本業の合間に自分の経験や知識を後進
に伝えるために使う媒体だという認識で，プライベート
なことを書くという風潮はなかったみたいです．郵送や
ファックスを使って編集していた時代には記事を書くこ
と自体が誉れ高いことだったんだろうと思います．しか
しいまは，オンラインで記事が読める時代で，書く方や
読む方だけでなく編集する方もかける時間が短くなりま
した．その分，記事の内容がフランクになっていってい
ます．
楠：会誌自体も昔は学会に参加している先生方と研究室
の方と企業の方という感じでしたけれども，今はもう
ジュニア会員もかなりの割合で読んでくれているので，
層がすごく広がっていますね．なので，昔のようにただ
オーソリティが伝えるということでは全部のニーズを
ピックアップできなくなっている気がしますね．
坊農：今回リレーコラムをいったん打ち切りましょうと
なったのは，すでにいろんな連載があるからというのも
1つの理由ですね．
楠：そうですね．そして，いまも新しい企画がどんどん
出てきています．IT紀行とか．積極的に取材に出て記事
を書いていこうということで．
坊農：なるほど．これまであまり取材には行ってなかっ
たですもんね．
楠：どんどん外へ出て行って，より生き生きとした熱い
記事を掲載しようと話しています．
坊農：リレーコラムだけではないのですけれども，会誌
全体が分かりやすさとか，とっつきやすさの方にシフト
しているというのは流れとしてありますね．

『情報処理』が目指す世の中の切り取り方

坊農：情報処理学会は会員が 2万人もいて，すごく大
きいですよね．私が昔から入っている文系学会はそれに
比べると本当に小さいのですが，その分専門に特化した
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